
認知症の人やその家族が、認知症と疑われる症状が
発生した場合に、いつ、どこで、どのような医療や介護
サービスを受ければよいか理解できるよう、標準的な
認知症ケアパスの作成と普及を推進する。 

１ 標準的な認知症ケアパスの作成・普及 

認知症施策検討ＰＴ報告書（24/6/18） 

○ 「認知症ケアパス」（状態に応じた適切なサービス 
  提供の流れ）の作成・普及 
  ・平成24～25年度 調査・研究を実施 

  ・平成25～26年度 各市町村において、「認 
   知症ケアパス」の作成を推進 
  ・平成27年度以降 介護保険事業計画（市町村） 
   に反映 

２ 早  期  診  断 ・ 早  期  対  応    

認知症の人の日常の医療をかかりつけ医が担えるよ
う、その認知症対応力の向上を図る。 

かかりつけ医の認知症対応力の向上 
○ かかりつけ医認知症対応力向上研修の受講者数
（累 計） 
   平成２４年度末見込  ３５，０００人  
    →平成２９年度末   ５０，０００人 
     【考え方】高齢者人口約600人（認知症高齢者約60人）に 
         対して、１人のかかりつけ医が受講。 
   ※ 後述の「認知症の薬物治療に関するガイドライン」も活 
    用して研修を実施 

○ 認知症サポート医養成研修の受講者数（累計） 
   平成２４年度末見込 ２，５００人  
     →平成２９年度末 ４，０００人 
   【考え方】一般診療所（約10万）２5か所に対して、１人の 
         サポート医を配置。 

認知症施策推進5か年計画（オレンジプラン） 
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